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高 齢 者 と 支 援

「一人暮らし高齢者の自伝的記憶に関する研

究」

日本社会事業大学大学院社会福祉学研究科

博士後期課程　長谷部　雅　美

１．目的

　近年の社会背景として，一人暮らし世帯の高齢

者数は，高齢社会の進行とともに，増加傾向にあ

る。厚生労働省（2006）が実施した｢国民生活基礎

調査｣によると，一人暮らし高齢者の割合は，全世

帯数に対しても，また高齢者がいる世帯数に対し

ても，増加していることが指摘されている。そし

てこの傾向は，今後も続くことが予測されている

（国立社会保障･人口問題研究所)。一方，一人暮ら

し高齢者の生活実態に目を向けると，生きがいを

感じることが難しい（｢一人暮らし高齢者に関する

意識調査｣;内閣府 ,2002年実施）等の，何らかの問

題を抱えている可能性が推測される。そこで，こ

のような状況にある一人暮らし高齢者について，

様々な面から検討を深めていくことは，社会的に

意義あることであり，重要な課題であると考える。

　これまで，一人暮らし高齢者を対象とした先行

研究には，「孤独感」や「抑うつ」の状態，「主観

的幸福感」など，心理的適応に着目し，他の居住

形態の高齢者と比較検討したものがあげられる。

それらの結果は，以下の３点にまとめられる。第

１に，一人暮らし高齢者は，他の居住形態の高齢

者と比較して，心理的適応の程度が低い（適応状

態にない）という結果である。言い換えれば，居

住形態が心理的適応に対して直接的な要因となっ

ているという指摘である（山下ら ,1992)。第２に，

一人暮らし高齢者は，他の居住形態の高齢者と比

較しても，心理的適応の程度は変わらないという

結果である。すなわち，居住形態というよりは別

の要因（人間関係・意欲など）によって，心理的

適応が左右されるという指摘である（長田ら,1989/

長谷川ら,1994)。第３に，一人暮らし高齢者と一口

に言えども，様々な状況の違いによって，心理的

適応の程度が異なるという結果である。様々な状

況として，たとえば個人的特性（自尊感情･主観的

健康状態）やソーシャルサポートなどが関連要因

として検討されている。つまり，居住形態とこれ

らの要因とが関連し合い，結果として心理的適応

に影響を及ぼしているという指摘である（松本と

東條 ,2001）。このように先行研究では，居住形態

と心理的適応との関連性について，一貫した結論

は出ておらず，更なる検討が必要であると考えら

れる。

　ところで，現在の個人の意識や態度が，過去の

様々な出来事に対する認識から形成されることは，

経験的に広く実感されている。この点に関して，

学術的には認知心理学の領域を中心に，自伝的記

憶やエピソード記憶といったキーワードを手がか

りに，検討が深められてきた。特に，自伝的記憶

は一般的に，「これまでの生活で自分が経験した出

来事に関する記憶の総体」と言われており，自己

と深い関わりのある記憶として位置づけられてい

る。しかしながら，これまでのところ，自伝的記

憶が高齢者の現在の生活に対して，どのような影

響を及ぼしているのかについては，ほとんど検討

されていない。

　そこで本研究では，１）一人暮らし高齢者の自

伝的記憶の特徴を明らかにすること，２）自伝的

記憶が心理的適応に及ぼす影響を明らかにするこ

と，以上２点を目的とした。

２．方法

　本研究では，独自に社会調査を実施し，計量的

データを収集した。対象者は，東京都Ａ市の老人
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クラブ会員で，65 歳以上の地域高齢者 340 名とし

た。調査方法は，質問紙法自記式による，集合配

布・留置・郵送回収の方法を用いた。有効回収率

は 77.4％(263票)で，分析には，主要項目に欠測の

ない 248票を用いた。

　測定項目は，以下の枠組みを基に設定した。第

１に，居住形態は「同居家族の有無」によって構

成した。第２に，自伝的記憶は，これまでの先行

研究（斉藤ら ,1991/ 神谷 ,1997/ 川元と柴田 ,2000/

Berntsen & Rubin,2002）で示された感情類型を参考

に，「肯定的な自伝的記憶（嬉しい・楽しい・誇り・

心がなごむ）」，「否定的な自伝的記憶(怒り・憎し

み・悲しい・後悔・恥ずかしい)」，「中立的な自伝

的記憶(驚き・懐かしい)」の３カテゴリー 11 項目

から構成した。例えば，「肯定的な自伝的記憶」の

一つである「嬉しい記憶」の測定は，「今でもうれ

しくて，思わず笑みがこぼれるような思い出が自

分にはある」という問いに対して「とてもあては

まる～まったくあてはまらない」までの６件法を

用いた。分析では，プラスからマイナス方向の選

択肢順に，５～０点に得点化した。第３に，心理

的適応は，「主観的幸福感」と「はりあい感」から

構成した。主観的幸福感を測る指標には「生活満

足度尺度Ｋ」(古谷野 ,1989)を用い，はりあい感は

「ここ半年間の日々の生活に，はりあいがあると感

じるかどうか」を「よくある～まったくない」ま

での６件法により測定した。そのほかに，対象者

の基本属性として，性別・年齢・健康状態・経済

状態・学歴を測定項目として設定した。

　分析は，一元配置分散分析と重回帰分析を用い

て，以下の通りに行った。目的１では，「一人暮ら

し」と「同居家族あり」という２カテゴリーから

なる居住形態別に，３タイプの自伝的記憶の量の

違いについて，一元配置分散分析を用いて分析し

た。目的２では，居住形態別に，３タイプの自伝

的記憶が心理的適応に及ぼす影響を，重回帰分析

を用いて分析した。

３．結果

１）居住形態と自伝的記憶の量との関連

　「一人暮らし」と「同居家族あり」という居住形

態別に，３タイプの自伝的記憶の多寡を検討した

結果を，表１にまとめて示した。分析の結果，自

伝的記憶の全体量では，３タイプの自伝的記憶と

も，居住形態による差異は認められなかった。し

かしながら，「肯定的な自伝的記憶」を構成する要

素の一つである「心がなごむ記憶」の量では，居

住形態による違いがみられ，一人暮らし高齢者の

方が，同居家族のある高齢者に比べて，「心がなご

む記憶」の量が多いという結果であった(p<.10）。

すなわち，一人暮らし高齢者の自伝的記憶の特徴

は，家族と同居する高齢者と比較した場合，「肯定

的な自伝的記憶」の量が多いということであった。

２）居住形態別にみた自伝的記憶が心理的適応に

及ぼす影響

　「一人暮らし」と「同居家族あり」という居住形

態別に，自伝的記憶が「主観的幸福感」と「はり
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あい感」に及ぼす影響について検討した結果を，

表２と表３にまとめて示した。

　まず，一人暮らし高齢者の場合には，「肯定的な

自伝的記憶」が心理的適応に影響を及ぼしていた。

より具体的には，「肯定的な自伝的記憶」の構成要

素である「心がなごむ記憶」が，主観的幸福感

（p<.10）とはりあい感（p<.05）を高める影響を及

ぼしていた（表２）。言い換えると，「肯定的な自

伝的記憶（心がなごむ記憶）」の量が多くなるほ

ど，主観的幸福感とはりあい感が高まるというも

のであった。他方，「否定的な自伝的記憶」は，主

観的幸福感とはりあい感を低下させる影響を及ぼ

していなかった。

　次に，同居家族のある高齢者の場合には，「否定

的な自伝的記憶」が主観的幸福感に，「肯定的な自

伝的記憶」がはりあい感に，それぞれ影響を及ぼ

していた。より具体的には，「否定的な自伝的記

憶」が主観的幸福感を低下させる影響を，「肯定的

な自伝的記憶」がはりあい感を高める影響を及ぼ

していた（表３）。言い換えると，「否定的な自伝

的記憶」の量が多くなるほど主観的幸福感が低下

し，「肯定的な自伝的記憶」の量が多くなるほど，

はりあい感が高まるというものであった。

４．考察

　以上の結果から，第一に，一人暮らし高齢者は，

家族と同居する高齢者と比べて，「肯定的な自伝的

記憶」を多く記憶する，または強く意識するよう
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な，生活環境や心理状態にある可能性が示唆され

た。さらに，「肯定的な自伝的記憶」は，主観的幸

福感とはりあい感を高める影響を及ぼしていたこ

とから，一人暮らし高齢者にとって，「肯定的な自

伝的記憶」が心理的適応を促進する要因となり得

る可能性が示唆された。

　第二に，同居家族のある高齢者においては，一

人暮らし高齢者と同様に，「肯定的な自伝的記憶」

が心理的適応を促進する要因となり得る可能性の

ある一方で，「否定的な自伝的記憶」が心理的適応

を阻害する要因となり得る可能性が示唆された。

　これらのことを踏まえ，高齢者の心理的適応に

関連した日常生活支援を考えた場合，居住形態の

違いを考慮する必要があると言えよう。すなわち，

一人暮らし高齢者の場合には，“わるい思い出”に

注目するよりは，「“よい思い出”をより強く意識

できる」ような支援が必要だと考えられる。一方，

同居家族のある高齢者の場合には，“よい思い出”

はそのままに，「“わるい思い出”を忘れ去る」も

しくは「“わるい思い出”を変容させる」というよ

うな視点をもった支援が新たに必要となるのでは

ないだろうか。

５．今後の課題

　本研究の課題として，１）一人暮らし高齢者の

サンプル数が少ないこと，２）調査対象者の属性

に偏りがある（老人クラブに参加している高齢者

である）ことがあげられる。よって，さらなる調

査を実施し，本研究の結果の妥当性・信頼性を高

める必要があると考えられる。

　また，本研究の成果を高齢者支援の現場でどの

ように活用するのかということも大きな課題であ

る。本研究において，自伝的記憶と心理的適応と

の間に関連性が認められたことから，自伝的記憶

を高齢者の心理的状態をつかむためのツールとし

て活用しうる可能性があると考えられる。さらに，

状態把握だけにとどまらず，高齢者の心理面への

直接的な働きかけにも活用できる可能性を秘めて

いる。そのためにも，自伝的記憶に関連する様々

な要因のさらなる検討が必要であると考える。

　本研究は，「2007年ユニベール財団研究助成②高

齢者の心･健康･生活」の助成を受けて実施された

研究結果の一部である。
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